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日
本
財
団
は
６
月
９
日
、

２
０
２
１
年
度
の
造
船
関
係

事
業
融
資
に
お
け
る
第
１
回

運
転
資
金
と
事
業
基
盤
強
化

資
金
の
貸
付
額
が
決
定
し
た

と
発
表
し
た
。
今
回
の
貸
付

総
額
は
88
件
に
対
し
て
２
６

３
億
１
４
１
０
万
円
。
貸
付

の
実
行
予
定
日
は
い
ず
れ
も

７
月
７
日
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
財
団
で
は
、
造
船
関
係

事
業
の
振
興
を
目
的
に
、
造

船
所
や
工
場
な
ど
の
設
備
改

善
の
た
め
に
必
要
な
設
備
資

金
と
、
資
材
の
仕
入
れ
・
諸

経
費
の
た
め
に
必
要
な
運
転

資
金
を
長
期
（
設
備
資
＝
15

年
以
内
、
運
転
資
金
＝
５
年

以
内
）・
低
利
（
年
利
１
・

６
％
以
内
〔
全
期
間
固
定
金

利
、
６
か
月
後
払
い
〕）
で

融
資
す
る
貸
付
制
度
を
設
け

て
い
る
。

　

貸
付
金
額
限
度
は
、
設
備

資
金
が
20
億
円
、
運
転
資
金

は
５
億
円
（
た
だ
し
21
年
度

は
10
億
円
）
で
、
所
要
資
金

額
80
％
以
内
、
鉄
道
・
運
輸

機
構
と
の
共
有
船
建
造
の
設

備
資
金
は
同
20
％
以
内
と
な

っ
て
い
る
。

　

一
方
の
事
業
基
盤
強
化
資

金
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
に

さ
ら
さ
れ
る
造
船
事
業
者
を

対
象
に
、
21
～
22
年
度
の
期

間
限
定
で
無
利
子
融
資
を
行

う
も
の
。
対
象
は
売
上
・
経

常
利
益
が
減
少
ま
た
は
赤
字

に
な
っ
て
い
る
造
船
関
係
事

　

関
東
運
輸
局
は
６
月
29

日
、
海
運
事
業
者
等
に
よ
る

企
業
合
同
説
明
会
「
め
ざ
せ

！
海
技
者
セ
ミ
ナ
ー　

ｉ
ｎ

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
を
ラ
イ
ブ

配
信
形
式
で
開
催
す
る
。
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
海
運

事
業
者
36
社
２
団
体
が
参
加

す
る
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
船
員
教

育
機
関
お
よ
び
水
産
系
高
校

の
学
生
・
生
徒
を
は
じ
め
、

海
技
者
（
船
員
）
と
し
て
就

職
を
希
望
す
る
人
た
ち
の
雇

用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
。
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
就
職

面
接
や
相
談
会
は
実
施
せ

ず
、
ラ
イ
ブ
配
信
形
式
と
す

る
。

　

視
聴
は
特
設
サ
イ
ト

（https://www.kanto-
kaigisyaseminar.info/

）
に

ア
ク
セ
ス
し
て
行
う
。
こ
の

サ
イ
ト
に
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

３
つ
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
10
時
か
ら
17
時
20
分

の
間
、
各
企
業
が
20
分
ず
つ

説
明
を
行
う
。
た
だ
し
、
12

時
か
ら
１
時
間
は
配
信
を
中

断
す
る
。
配
信
中
は
チ
ャ
ッ

ト
で
の
質
問
が
可
能
。
な

お
、
視
聴
の
事
前
予
約
は
不

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

ラ
イ
ブ
配
信
を
見
逃
し
た

場
合
は
、
７
月
６
日
開
始
予

定
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で

同
じ
内
容
を
視
聴
で
き
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
企
業

（
配
信
順
）
は
次
の
と
お

り
。

【
チ
ャ
ン
ネ
ル
１
】

　

◇
小
島
組
◇
イ
イ
ノ
ガ
ス

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
◇
東
幸
海

運
◇
旗
山
マ
リ
ン
◇
エ
ス
オ

ー
シ
ー
マ
リ
ン
◇
鹿
児
島
船

舶
◇
若
宮
汽
船
◇
鶴
見
サ
ン

マ
リ
ン
◇
鶴
見
サ
ン
マ
リ
ン

タ
ン
カ
ー
◇
コ
ス
モ
海
運
◇

五
栄
土
木
◇
昭
和
日
タ
ン
マ

業
者
で
、
鉄
道
・
運
輸
機
構

と
の
共
有
船
を
建
造
す
る
事

業
者
を
含
む
。
融
資
額
は
１

事
業
者
あ
た
り
２
年
で
累
計

20
億
円
ま
で
。

　

な
お
、
同
資
金
に
つ
い
て

は
融
資
総
額
の
２
０
０
億
円

を
大
幅
に
超
過
す
る
申
し
込

み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日

本
財
団
で
は
融
資
期
待
額
に

対
し
て
減
額
査
定
を
実
施
。

ま
た
募
集
上
限
に
達
し
た
こ

と
か
ら
、
募
集
の
取
り
扱
い

を
中
止
し
て
い
る
。

　

今
回
の
運
転
資
金
貸
付
で

は
、
49
件
・
63
億
１
４
１
０

万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
そ
の

う
ち
造
船
工
業
向
け
が
７
件

（
５
０
０
総
ト
ン
未
満
２

件
、
５
０
０
総
ト
ン
以
上
５

件
）・
18
億
７
６
０
０
万

円
。
造
船
関
連
工
業
向
け
は

42
件
（
関
連
工
業
34
件
、
下

請
８
件
）・
44
億
３
８
１
０

万
円
。
な
お
、
今
回
は
設
備

資
金
の
申
し
込
み
は
な
か
っ

た
。

　

ま
た
、
事
業
基
盤
強
化
資

金
の
貸
付
は
合
計
39
件
・
２

０
０
億
円
だ
っ
た
。
そ
の
内

訳
は
、
造
船
業
21
件
（
５
０

０
総
ト
ン
未
満
１
件
、
５
０

０
総
ト
ン
以
上
20
件
）・
１

３
０
億
９
１
０
０
万
円
、
造

船
関
連
工
業
17
件
（
関
連
工

業
15
件
、
下
請
２
件
）・
62

億
９
２
０
０
万
円
、
そ
の
他

１
件
（
船
主
１
件
）・
６
億

１
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

を
願
う
日
」
と
い
う
「
海
の

日
」
の
意
義
を
多
く
の
人
に

伝
え
る
の
が
狙
い
。
応
募
締

切
は
12
月
６
日
（
消
印
有

効
）。

　

募
集
す
る
作
品
は
、「
海

の
日
」
が
テ
ー
マ
の
も
の
。

「
海
の
日
」
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
「
海
」
の
大
切
さ
、

海
事
産
業
の
重
要
性
を
広
く

一
般
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な

ポ
ス
タ
ー
で
、「
海
の
日
」

の
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
必
要
が

あ
る
。
た
だ
し
、
日
付
は
入

　

車
が
風
の
抵
抗
を
受
け
流

す
デ
ザ
イ
ン
で
造
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
建
造
コ
ン
セ
プ
ト

の
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
流
体
テ

ク
ノ
の
玉
島
正
裕
社
長
に
船

の
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
し
た
。

　

５
０
９
総
ト
ン
型
鋼
材
貨

物
船
「
光
辰
丸
」
は
、
昨
年

７
月
10
日
に
小
池
造
船
海
運

で
竣
工
し
た
。
同
船
は
「
先

進
二
酸
化
炭
素
低
減
化
船
」、

「
労
働
環
境
改
善
船
」
お
よ

び
「
船
員
育
成
船
舶
」
の
要

件
を
兼
ね
備
え
た
新
時
代
を

リ
ー
ド
す
る
先
進
的
な
内
航

貨
物
船
。

　

ま
た
、
安
全
面
に
も
最
大

限
配
慮
し
、
日
本
製
鉄
の
最

新
高
延
性
鋼
材
エ
ヌ
セ
ー
フ

ハ
ル
を
使
用
す
る
と
と
も

に
、
将
来
的
に
女
性
船
員
と

看
護
師
の
乗
船
も
視
野
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
遠
隔

管
理
医
療
シ
ス
テ
ム
も
導

入
。
日
鉄
物
流
を
は
じ
め
と

し
た
多
数
の
関
係
者
協
力
の

も
と
、
最
新
の
船
舶
機
器
や

鋼
材
の
叡
智
を
結
集
し
て
完

成
し
た
。
地
球
環
境
、
安
全

対
策
と
働
き
方
改
革
を
３
つ

に
実
現
し
た
「
21
世
紀
タ
イ

プ
の
内
航
船
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
多
方
面
の
関
係
者
か

ら
注
目
が
集
っ
て
い
た
。

　

今
回
、
流
体
テ
ク
ノ
が
、

約
１
年
間
「
光
辰
丸
」
の
乗

組
員
、
船
・
機
長
の
運
航
報

告
書
を
ベ
ー
ス
に
、
航
海
デ

ー
タ
を
解
析
し
た
結
果
、
Ｃ

Ｏ
２

削
減
率
35
％
で
あ
る
こ

と
が
確
定
し
た
。

　

同
船
の
船
体
形
状
だ
が
、

４
９
９
総
ト
ン
数
の
範
囲
内

で
、
船
首
水
線
の
入
射
角
が

小
さ
く
バ
ル
バ
ス
バ
ウ
の
突

出
量
を
最
低
限
と
し
た
垂
直

船
首
を
採
用
。
こ
れ
に
よ

り
、
造
波
抵
抗
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
水
線
部
分
を
長
く

し
、
二
層
甲
板
付
近
の
水
線

の
船
首
端
入
射
角
が
大
幅
に

減
少
。
抵
抗
減
少
だ
け
で
な

く
海
象
に
よ
る
シ
ー
マ
ー
ジ

ン
の
減
少
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
総
ト
ン
数
の
制
約

と
推
進
性
能
を
両
立
さ
せ
る

た
め
に
、
船
首
部
二
層
甲
板

高
さ
付
近
で
フ
レ
ー
ム
ラ
イ

ン
に
膨
ら
み
を
有
し
て
い
る

た
め
、
波
浪
中
に
お
け
る
船

体
の
揺
れ
の
軽
減
に
も
役
立

っ
て
い
る
。

　

船
尾
側
は
船
尾
張
り
出
し

部
を
幅
広
と
し
、
ゲ
ー
ト
ラ

ダ
ー
２
基
を
動
か
す
操
舵
機

が
配
置
し
や
す
く
船
尾
水
流

を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
。
ま
た

船
体
後
半
部
船
型
は
抵
抗
の

減
少
を
図
る
た
め
に
バ
ト
ッ

ク
フ
ロ
ー
形
状
を
採
用
。
さ

ら
に
、
船
尾
形
状
を
マ
リ
ナ

ー
型
と
し
て
従
来
船
よ
り
船

尾
側
に
配
置
し
、
水
線
下
は

ス
タ
ン
バ
ル
ブ
的
な
形
状
と

し
て
推
進
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
ゲ
ー
ト
ラ
ダ
ー
と

プ
ロ
ペ
ラ
位
置
を
一
致
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
機
関
室
、
貨

　

協
同
商
船
（
福
田
正
海
社
長
）
の
製
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
船
舶
管
理
に
よ
る
５
０
９
総
ト
ン
型
鋼
材
貨
物
船
「
光
辰
丸
」（
開
発
協
力
、
運
航
＝

日
鉄
物
流
、
船
主
＝
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
吉
祥
海
運
）
が
、
約
１
年
間
に
わ
た
る
航
海
デ
ー
タ
を
解
析
し
た
結
果
、
国
内
内
航
船
と
し
て
は
最
高
水

準
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
率
35
％
の
超
省
エ
ネ
船
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
今
回
の
既
存
内
航
船
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
基
準
16
％
）
の
水
準

を
18
％
以
上
も
超
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
福
田
社
長
は
、「
流
体
テ
ク
ノ
が
垂
直
型
船
首
形
状
お
よ
び
バ
ト
ッ
ク
フ
ロ
ー
形

状
で
ス
タ
ン
バ
ル
ブ
付
き
マ
リ
ナ
ー
型
船
尾
の
画
期
的
な
ボ
デ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
新
船
型
を
開
発
し
、
そ
れ
と
栗
林
商
船
が
開
発
し
た
革
新
的
な
ア

イ
デ
ア
の
ゲ
ー
ト
ラ
ダ
ー
が
船
体
と
同
一
化
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
効
果
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
初
め
て
実
現
で
き
た
こ
と
だ
と
思
う
。
従
来
の
省
エ
ネ

船
開
発
は
船
体
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
率
に
プ
ロ
ペ
ラ
エ
ン
ジ
ン
、
塗
料
等
を
足
し
算
し
た
方
法
と
一
線
を
画
し
た
船
型
構
成
で
あ
る
か
ら
、
実
運
航
中
に

計
測
し
て
こ
の
数
値
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。（「
光
辰
丸
」
の
航
海
デ
ー
タ
は
下
段
図
参
照
）

　

海
事
関
係
団
体
な
ど
28
団

体
で
構
成
す
る
「
国
民
の
祝

日
『
海
の
日
』
海
事
関
係
団

体
連
絡
会
（
事
務
局
＝
海
事

広
報
協
会
）
は
７
月
20
日
か

ら
、
２
０
２
２
年
度
「
海
の

日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
募
集
を
開
始
す
る
。

「
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
海
洋
国
日
本
の
繁
栄

物
艙
は
従
来
の
船
型
よ
り
も

船
尾
寄
り
に
配
置
し
て
、
船

体
前
半
部
の
肥
痩
度
を
小
さ

く
し
て
、
船
首
造
波
に
よ
る

抵
抗
の
減
少
を
図
る
な
ど
様

々
な
省
エ
ネ
、
環
境
対
策
を

配
慮
し
た
構
造
を
有
し
て
い

る
。

　

こ
の
流
体
テ
ク
ノ
の
画
期

的
な
ボ
デ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン

は
、
栗
林
商
船
が
開
発
し
た

ゲ
ー
ト
ラ
ダ
ー
の
採
用
に
よ

り
可
能
と
な
り
、
垂
直
船
首

と
バ
ト
ッ
ク
フ
ロ
ー
船
型
で

船
体
の
ス
リ
ム
化
が
で
き
船

体
ま
わ
り
の
流
れ
が
ス
ム
ー

ズ
と
な
り
、
抵
抗
の
減
少
お

よ
び
推
進
効
率
が
向
上
し
、

省
エ
ネ
化
が
実
現
。
ま
た
波

浪
中
の
船
速
の
低
下
を
減
ら

す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
実

運
航
で
の
省
エ
ネ
性
能
が
向

上
。
横
揺
れ
が
軽
減
。
追
加

で
行
わ
れ
た
併
走
試
験
に
よ

り
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
お
よ
び
ロ

ー
リ
ン
グ
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
の
様

々
な
環
境
対
策
効
果
を
実
現

し
て
い
る
。

　

今
回
、
国
内
内
航
船
と
し

て
は
最
高
水
準
と
な
る
Ｃ

Ｏ
２

削
減
率
35
％
を
達
成
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
協
同
商

船
の
福
田
社
長
は
大
要
次
の

と
お
り
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

　

こ
の
水
の
流
れ
を
考
え
た

省
エ
ネ
デ
ザ
イ
ン
と
、
栗
林

商
船
が
開
発
し
た
推
進
効
率

を
向
上
さ
せ
る
画
期
的
な
ゲ

ー
ト
ラ
ダ
ー
を
船
体
と
見
な

し
、
ラ
ダ
ー
を
２
フ
レ
ー
ム

船
尾
最
後
端
に
移
動
す
る
こ

と
で
全
長
が
伸
び
、
省
エ
ネ

対
策
が
可
能
と
な
っ
た
。
初

め
て
内
航
船
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２

35
％
の
削
減
が
達
成
で
き

た
。

　

「
光
辰
丸
」
は
Ａ
重
油
を

使
用
し
て
い
る
の
で
排
出
量

を
削
減
し
、
機
関
士
の
労
働

軽
減
と
機
関
室
内
の
改
善
も

可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｃ

重
油
の
前
処
理
や
ス
ラ
ッ
ジ

処
理
等
の
設
備
費
用
や
手
間

が
削
減
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
低
硫
黄
Ｃ
重
油
の
問
題

等
の
発
生
の
懸
念
が
な
い
こ

と
な
ど
、
安
全
運
航
に
も
寄

与
し
て
い
る
。

　

内
航
業
界
も
、
国
際
的
に

地
球
温
暖
化
対
策
を
定
め
た

「
パ
リ
協
定
」
を
踏
ま
え
た

「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」

で
、
鉄
鋼
を
始
め
と
し
た
産

業
界
と
同
様
に
船
舶
分
野
の

省
エ
ネ
化
対
応
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
省
エ
ネ
効

果
の
高
い
「
先
進
二
酸
化
炭

素
低
減
化
船
」
が
今
後
ま
す

ま
す
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

れ
な
い
も
の
と
す
る
。
使
用

す
る
用
紙
は
Ａ
３
判
以
上
Ｂ

３
判
以
下
の
大
き
さ
の
画
用

紙
、
ケ
ン
ト
紙
、
出
力
紙

で
、
縦
に
使
用
す
る
。
画
材

・
色
数
は
自
由
。

　

応
募
資
格
は
、
日
本
国
籍

を
有
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
募

集
要
項
に
同
意
す
る
者
。
プ

ロ
・
ア
マ
は
問
わ
な
い
。
グ

ル
ー
プ
で
の
応
募
も
可
。
た

だ
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
未
発

表
の
作
品
に
限
る
。

　

応
募
作
品
は
審
査
会
に
て

選
考
後
、
２
０
２
２
年
３
月

末
に
入
賞
作
品
を
発
表
す

る
。
大
賞
（
１
点
）
に
は
賞

金
10
万
円
、
優
秀
賞
（
２

点
）
に
は
賞
金
３
万
円
を
贈

呈
す
る
。
そ
の
ほ
か
該
当
が

あ
っ
た
場
合
の
み
特
別
賞

（
若
干
）
も
表
彰
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
協
会

「
海
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＝
０
３
・
３
５
５

２
・
５
０
３
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

＝uminohips@kaijipr.or.
jp

）
ま
で
。

　

作
品
の
送
付
先
は
次
の
と

お
り
。
な
お
、
応
募
に
当
た

っ
て
は
、
海
事
広
報
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
応
募
用
紙
を

使
用
す
る
。

　

◇
送
付
先
＝
〒
１
０
４
―

０
０
４
３　

東
京
都
中
央
区

湊
２
―
12
―
６　

（
公
財
）

日
本
海
事
広
報
協
会
「
海
の

日
」
ポ
ス
タ
ー
係

【「
海
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
の

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
読
者
プ

レ
ゼ
ン
ト
！
】

　

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」

海
事
関
係
団
体
連
絡
会
の
ご

厚
意
に
よ
り
、「
海
の
日
」

ポ
ス
タ
ー
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
（
３
枚
１
組
）
を
読
者
５

名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

こ
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は
、

21
年
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

日
本
船
舶
電
装
協
会
は
６

月
14
日
、
第
10
回
定
時
総
会

を
開
催
し
た
。
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
、
会
長

に
山
田
信
一
郎
氏
（
三
信
船

舶
電
具
社
長
）
を
再
任
。
副

会
長
に
は
、
牧
眞
司
氏
（
帝

国
電
気
企
業
社
社
長
）、
山

本
勝
広
氏
（
協
成
電
機
社

長
）
が
再
任
さ
れ
た
ほ
か
、

吉
田
昌
司
氏
（
Ｃ
Ｄ
Ｋ
社

長
）
が
新
た
に
就
任
し
た
。

　

近
年
、
大
手
中
手
造
船

業
に
お
い
て
は
、
中
国
、

韓
国
の
巨
大
造
船
所
に
対

抗
す
る
た
め
に
政
府
も
、

海
事
産
業
強
化
法
に
よ
り

支
援
策
が
採
ら
れ
て
い

る
。
大
手
・
中
手
造
船
業

界
は
、
さ
ら
に
今
後
も
合

併
、
統
合
の
動
き
が
活
発

化
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
中
小
・
零

細
造
船
業
界
に
お
い
て
は

ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の

か
、
悩
ん
で
い
る
事
業
者

と
、
よ
ほ
ど
の
慎
重
さ
と

覚
悟
の
中
で
検
討
す
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
。
結
論

的
に
は
合
併
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
活
か
さ

れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

　

要
は
、
地
場
産
業
と
し

て
特
性
の
あ
る
中
小
造
船

所
の
方
々
に
は
、
今
後
と

も
模
索
を
重
ね
て
も
事
業

継
承
の
道
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
頑
張
れ
！

　

社
風
は
家
風
で
あ
る
。

家
風
の
異
な
る
造
船
所
の

合
併
と
い
う
こ
と
に
な
る

　

私
は
、
個
人
経
営
の
中

小
造
船
所
は｢

家
業｣

で

あ
り
、
会
社
は｢

家｣

そ

船
等
と
の
長
く
、
強
い
つ

な
が
り
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
特
性
、
個
性
を
活

の
も
の
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
る
。
家
が
違
え
ば
当

然
、
成
り
立
ち
、
歴
史
、

文
化
、理
念
等
も
異
な
る
。

か
し
て
発
展
し
て
き
て
い

る
。
そ
の
地
域
の
有
力
な

地
場
産
業
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
も
い
る
。

も
多
い
と
思
う
。

　

全
国
に
点
在
す
る
中
小

造
船
所
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ

の
地
域
の
内
航
海
運
、
漁

リ
タ
イ
ム
◇
洞
海
マ
リ
ン
シ

ス
テ
ム
ズ

【
チ
ャ
ン
ネ
ル
２
】

　

◇
共
栄
マ
リ
ン
◇
津
軽
海

峡
フ
ェ
リ
ー
◇
第
一
マ
リ
ン

◇
福
寿
船
舶
◇
日
本
船
員
雇

用
促
進
セ
ン
タ
ー
◇
浜
崎
海

運
◇
デ
ュ
カ
ム
◇
上
野
ト
ラ

ン
ス
テ
ッ
ク
◇
太
平
洋
沿
海

汽
船
◇
向
島
ド
ッ
ク
◇
神
原

タ
グ
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
◇
ダ

イ
ト
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

◇
イ
コ
ー
ズ

【
チ
ャ
ン
ネ
ル
３
】

　

◇
明
和
タ
ン
カ
ー
◇
ア
ジ

ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
マ
リ
ン
◇

オ
フ
シ
ョ
ア
・
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
◇
東
京
都
観
光
汽
船
◇

海
技
教
育
機
構
◇
第
一
中
央

内
航
◇
和
光
海
運
◇
泉
汽
船

◇
東
北
海
運
産
業
◇
日
鉄
物

流
◇
浪
速
タ
ン
カ
ー
◇
ア
ズ

ー
ロ
ジ
ャ
パ
ン

　

総
会
に
お
い
て
は
、
２
０

２
１
年
度
事
業
計
画
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ

た
。
同
計
画
で
は
、
◇
船
舶

の
電
気
装
備
に
関
す
る
技
術

指
導
等
の
実
施
（
日
本
財
団

助
成
事
業
）
◇
絶
縁
抵
抗
測

定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
関

す
る
調
査
研
究
（
同
）
◇
船

舶
電
装
業
の
活
性
化
対
策
事

業
◇
調
査
指
導
事
業
◇
刊
行

事
業
◇
そ
の
他
の
事
業
―
―

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

そ
の
う
ち
「
船
舶
の
電
気

装
備
に
関
す
る
技
術
指
導
等

の
実
施
」
事
業
に
お
い
て

は
、
電
気
設
備
・
電
子
機
器

の
高
機
能
化
に
よ
り
要
求
さ

れ
る
技
術
者
の
専
門
知
識
の

高
度
化
や
技
術
力
の
向
上
お

よ
び
作
業
者
の
安
全
向
上
を

増
進
し
、
船
舶
の
安
全
航

行
、
国
が
行
う
船
舶
検
査
制

度
の
合
理
化
な
ど
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
各
種
講

習
や
検
定
試
験
、
研
修
会
な

ど
を
実
施
す
る
。

　

新
役
員
体
制
（
敬
称
略
）

は
次
の
と
お
り
。

　

◇
会
長
＝
山
田
信
一
郎

（
三
信
船
舶
電
具
社
長
）

　

◇
副
会
長
＝
牧
眞
司
（
帝

国
電
気
企
業
社
社
長
）、
山

　

上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク
を

含
む
計
23
社
は
６
月
11
日
、

ア
ン
モ
ニ
ア
の
舶
用
燃
料
利

用
を
目
指
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
鉱
山
・
電
力
・
化
学
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
・
海
運
・
造
船
・

製
造
・
舶
用
燃
料
供
給
・
船

級
協
会
な
ど
、
業
界
の
枠
を

超
え
て
共
通
課
題
を
共
同
で

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
覚
書
を
締
結
し
、
協
議
会

を
立
ち
上
げ
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
①
ア
ン

モ
ニ
ア
燃
料
船
の
安
全
性
評

価
②
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
供
給

に
お
け
る
安
全
性
評
価
③
舶

用
燃
料
と
し
て
の
ア
ン
モ
ニ

ア
仕
様
④
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造

に
お
け
る
ネ
ッ
ト
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
、
の
共
通
課
題
を
共
同

検
討
す
る
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
に
お
け

る
共
同
検
討
に
際
し
て
は
、

今
後
、
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造

者
、
関
連
す
る
国
際
機
関
、

舶
用
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
供
給

国
と
し
て
可
能
性
の
高
い
国

の
港
湾
管
理
者
・
当
局
に
意

見
、
見
解
、
専
門
知
識
、
経

験
の
共
有
を
求
め
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
に
パ
リ
協
定

が
発
効
し
、
脱
炭
素
化
の
世

界
的
な
気
運
が
高
ま
る
中
、

海
運
で
は
、
国
際
海
事
機
関

が
18
年
に
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
削
減
戦
略
を
採

択
し
30
年
ま
で
に
08
年
比
40

％
効
率
改
善
、
50
年
ま
で
に

08
年
比
50
％
総
量
削
減
、
さ

ら
に
は
今
世
紀
中
で
き
る
だ

け
早
期
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
フ
ェ

ー
ズ
ア
ウ
ト
（
ゼ
ロ
・
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
）
を
掲
げ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に

向
け
、
有
望
な
ゼ
ロ
・
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
燃
料
で
あ
る
ア
ン

モ
ニ
ア
を
舶
用
燃
料
と
し
て

早
期
に
社
会
実
装
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。

　

同
協
議
会
設
立
の
目
的

は
、
海
事
関
係
者
の
新
た
な

課
題
で
あ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
の

舶
用
燃
料
利
用
に
関
す
る
共

通
課
題
を
検
証
・
整
理
す
る

こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
伊
藤

忠
商
事
を
は
じ
め
と
す
る
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
に
よ
る
ア
ン

モ
ニ
ア
燃
料
船
の
開
発
と
、

世
界
的
な
ア
ン
モ
ニ
ア
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
両

面
か
ら
構
成
さ
れ
る
統
合
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
密
接
に
関

連
す
る
こ
と
が
重
要
な
要
素

と
し
て
い
る
。

　

上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク
で

は
、「
国
内
外
の
顧
客
や
関

係
省
庁
の
協
力
を
得
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
」
と
表
明
。
上
野
グ
ル
ー

プ
は
、「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削

減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
抑
制

に
貢
献
す
る
た
め
の
様
々
な

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

脱
炭
素
化
推
進
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た
。
今
後
は
、
本

協
議
会
へ
の
参
画
を
通
じ

て
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

《
同
協
議
会
に
参
画
す
る
23

社
（
50
音
順
）》

　

◇
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
◇
伊

藤
忠
商
事
◇
上
野
ト
ラ
ン
ス

テ
ッ
ク
◇
宇
部
興
産
◇
Ｎ
Ｓ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海
運
◇
川
崎

汽
船
◇
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
◇
日
本
シ

ッ
プ
ヤ
ー
ド
◇
日
本
海
事
協

会
◇
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
マ
シ
ナ
リ

ー
◇
Ａ
Ｂ
Ｓ
◇
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｏ

　

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
◇
Ｄ

Ｎ
Ｖ
◇
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
◇

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｅ　

Ｍ

Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｓ　

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ

◇
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｏ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
＆
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
◇
Ｍ
Ａ
Ｎ　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ

Ｙ　

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ

◇
Ｐ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
◇
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
◇
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ
◇
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｅ
Ｒ　

Ｓ
Ｅ
◇
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｅ

◇
Ｖ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｋ　

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ　

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｏ
Ｒ
Ｅ

　

な
お
、
同
協
議
会
で
は
、

ア
ン
モ
ニ
ア
の
舶
用
燃
料
利

用
に
関
す
る
共
通
課
題
の
検

討
に
関
心
の
あ
る
企
業
・
団

体
に
対
し
て
広
く
門
戸
を
開

い
て
い
る
。

　

同
協
議
会
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
伊
藤
忠
商
事
船

舶
海
洋
部
（
Ｅ
メ
ー
ル

tokbz-nh3
@itochu.co.

jp

）
ま
で
。

本
勝
広
（
協
成
電
機
社
長
）、

吉
田
昌
司
（
Ｃ
Ｄ
Ｋ
社
長
）

〈
新
任
〉

　

◇
専
務
理
事
＝
白
井
精
一

　

◇
常
務
理
事
＝
源
元
秀
幸

〈
新
任
〉

超省エネ船として開発された「光辰丸」

推進効率を向上させるゲートラダー

新
役
員
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

日
本
マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
学
会

　
　
　
　
　
　
　

５
月
28
日
付

◇
会
長
＝
木
下
哲
也
（
日
本
海

事
協
会
副
会
長
）
◇
副
会
長
＝

塚
本
達
郎
（
東
京
海
洋
大
学
教

授
）
◇
副
会
長
＝
田
中
一
郎

（
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
マ
シ
ナ
リ
ー
社

長
）

山田信一郎会長

福田正海社長

【
福
田
協
同
商
船
社
長
の
コ
メ
ン
ト
】

海
技
者
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
東
京

６
月
29
日
に
ラ
イ
ブ
配
信

海
運
事
業
者
36
社
２
団
体
が
参
加

第
10
回
定
時
総
会
開
催

船
舶
電
装
協
会

山
田
信
一
郎
会
長
を
再
任

日
本
財
団
・
造
船
関
係
事
業
融
資

７
月
７
日
に
貸
付
実
行

88
件
・
総
額
２
６
３
億
円
を
決
定

地
場
産
業
の
特
性
・
個
性
活
か
せ

中
小
造
船
所
の
合
併
統
合 

慎
重
に

―投稿―

内
航
船
舶 
最
高
水
準
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
率
35
％
達
成

509
総
㌧
型
鋼
材
貨
物
船「
光
辰
丸
」で

協
同
商
船
製
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

７
月
20

日
か
ら�

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

「
海
の
日
」海
事
関
係
団
体
連
絡
会

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク
等
23
社

業
界
の
枠
を
超
え
て
共
通
課
題
を
検
討

利
用
目
指
し
協
議
会
設
立

ア
ン
モ
ニ
ア

舶
用
燃
料

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0

BH
P(
kW
)

Speed(knots)

Vs - BHP
光辰丸就航実績

公試運転後確定性能（FULL△=2661t）
航海データ（Ablog data）
航海データ解析値 (FULL∇=2623t)

MCR 1323kW

NOR 1125kW

SM(15) 978kW

入
賞
作
品
３
点
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
も
の
。
ご
希
望
の
方

は
、
件
名
を
「
海
の
日
ポ
ス

タ
ー
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
読

者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
し
、
①

会
社
名
・
氏
名
②
送
付
先
住

所
③
連
絡
先
（
携
帯
電
話
番

号
等
）
―
―
を
明
記
の
上
、

Ｅ
メ
ー
ル
（info@naikou.

co.jp

）
に
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
締
め
切
り
は
７
月
５

日
（
月
）。
当
選
の
発
表
は

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


